
動力式ホース・カーの開発研究について

表
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現在のホースカーによるホースの搬送，延長は人力

で行なうものt 非常応大きな労力議f必繋とし.滋場

行動における労力の大半をホース延長のためについや

してし議う。設坂時におけるかー

が特に大きし、。

ホース・カーに関する省力化については，以前から

いましば渇題ぶされており，幾度か拭{乍てど試みでいる

が，決定的なものをみないま L現在に至っている。最

近では構内運搬車， ゴノレフゃカート等小型の動刀伝達

機構の車が，民間企業の間で次々と開発されている。

諮防用水ース e カーの効力化に関しむこれらの必動

機構を利用することに着目しコノレフ・カートの動力

結達機構を使って，磁力式ホース・カーもまえ{乍したの

でその概要を報告する。

2 仕様・徳造

動力式ホーバ・カ…の外線，構造法写立総1.治2

第 1図》仕様諸元は第 2表のとおりであるの

動力絡は，出力 250Wの蕊流寝巻電動機と40AHの

蓄電池 2個を使い，主幹事録への動力伝競装れは，テツアレ

ンシヤノレギヤー機構になっている。車輸は 4個あり，
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第2表仕 様諸 元

全長 1，ωmm

事|全幅| ω ， 

体|全高| ωa 

寸|ホイルベース 530 • 

法 前輪 630 • 
|車輪距離1-;
| |後輪 680

車体重量 14拘

最少回転半径 4伽 m

電 動 機|問昨厚潤号授伊釘仰山M山…V2四川2お仰5回0仰W

最終減速比|滅速2段デフ付 1 : 13.9 

制動機構|機械式

蓄 電 池|一般自動車用問40AHX2 

11V 

NFB: 
SJ.S2.・
511 
511 ~ 
LS 

第2図結

NFB 51 

ノ-1:.:1.・ス・フ1ーカー
リL-t普点ス4・Jナ
建}長期警スイザナ
園戦明者又仇ナ
マJf7ロヌイ，，/チグ

駆動輸は直径30佃の空気タイヤ 2個である。電動機，

ギヤー機構，車輪等については三菱電機の既製品をそ

のま L使い，台車フレームは当庁装備工場で製作，ぎ

装したものである。

(1) 運転要領

運転操作は，ノーヒューズ・プレーカーを ONに

し，曳手ハンドルのプレーキレバーをにぎるだけで，

モーターが作動する，運転要領の詳細については，結

線図によって説明すると次のとおりである。

ア 停止時はマイクロスイッチLSがOFFで，常

にプレーキが効いた状態になる。発進は，プレーキレ

バーをにぎると LSがONになり， リレースイッチS

1. S 2が閉じモーターが作動する。

イ 前進，後退の切替えは，スイッチS12で行なう。

ウ 速度切替えは，スイッチSl1によりモーターの

アマチユア電圧を12V，24Vに切替えて行なう 2段変

速である。

エ 電源をしゃ断し〈ノーヒューズプレーカーをO

FF)，プレーキレバーをにぎると，普通のホースカ

ーと同様に人力で可動できる。

線 図

RI :.起動推椛
阿FA.MFB~モーター万一Jレド
門A:モータ-7;Zサュア

Sえ:直込コイル
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3 性能

性総にペコいては， コγタザ…ト舗装路溜め王子湿地，

勾配器夜，時度の坂道で設瀬署ホー

および立の場合について荒行速度，

した。

( 1 ) 摩煉係数

コ

路面

ト舗装路誠氏おける，動カホ

差動機.

ーの

全体

る。

の摩擦係数を測定した結果は，第3表のとおりであ

第3表 摩 擦係数

¥¥¥|書官γぉ|摩段
空車|問。 4.51

ホース 5本積載 1 207. 51 7. 01 

ホ一 川峨載 1 2杓投 10.01

(2) 走行試験

走行速度は，電動機入力電圧を低速(12V).高速

_F 
W 

0.031 

0.034 

0.037 

(24V)で20m走行し3 プウオツ 部定し

第3図負荷特性曲線

'1>e:-←+ 
坂一←+
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うぐ
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守-FF荷司E土t cA>‘ 

た。入力電流については，直流電流計を蓄電池回路に

し，発進特，ヌ続行時の電流を測定した。電動機出

力毒事の測定結幾は芳議3図，第4密および第4表の

である。

平坦地の場合

積載荷重Oで，低速(12V)運転の時.入力電流8

走行速度ふれ地/h).これは人間の歩く速

ほぽ同じであち p 路議 (24V)液i絞め時，入力電波

(A).走行速度9.O(km/ h)で， ζれは人間のはや定よ

りや L速い速度である。また，ホース10本積載(積載

荷重125kg)の場合でも，入力電流，走行速度ともに

スを積載しない時の値とほぼ同じである。

〈勾配6変〉の機合

低速(12V)運転の時，積載荷重0で入力電流18

(A).走行速度3.5(km/ h). ホース10本積載した場合

入力電流30(A)，走行速度2.3(k皿/h)になる。高速

(24V)運転の!弘毅載荷重Oてげ〕環流30[AJ. 

行法度8.0(凶/である。

電動機の定格電流は30(A)であるから，上記の運転

条件の範囲を越えて連続運転する場合には，人力をも

って助けてやる必繋がある。

第 4図負荷特性曲線
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1 ) 第 5図込おいて，等速回転で走行している場合

の，各部特性について計算すると z
_ 4.2X5X103 

7. x3.品x

_ 21 ，，'̂_， 一一一X10-1 

27 

30(調〕

145(同〕

0.03 

D:務輸の直径

W:台車と荷重の全重量

μ:摩擦係数(差動機を含む)

=0.08 (P. S) 

キ60[W] 

タ…の消畿電力Wωま

WR=E. 1 =12X 部 (W]

モーター出力W"。は

W"o=E ・I・布

可は効率で60(泌〕であるから勺あ

W..oごた12 8 む.6宇 57(W)

( 2) 坂道の場合

下図において，疲道の場合については次の式を適用

すれば

モ
F=.a ・もマ=0.03x 145=4. 3(k窓〕

モーターには，入力電圧12Vで8(A]流れた，

この時のモ…タ…トルク Tは

. ・キ ~ 
T=0.976一一百一一・目 (ii 

12[V) 

8 (A) 

60[%) 

(r.ぃm)

E:モーターの入力電圧

モーターの入力電流

布;モーターの効本

N モーターの回転数

Fと車輪車由に作用するトルク THの関係は

ただし

6 

L、。

0.3 
×-Fro-64(}屯…m)

:. T=O. 64X__1 _=0.但6(kg-m) 
13.9 

13.9 

ーの回転数Nは

×?=4 

=Ydjt 

トルク Ti主

K:減速比

河 =

モ

タ

Tこt!.し

①まえよ

モ

N= 仏97惑EI等

T 

W N 

斜面に垂遊に撒くカNは

N=W' COS{) 

ただし W:全滅菌量

f=μ ・N=μ ・Wcos{)
ただし μ:摩擦係数

引き上げようとする力P

+ 
=μ. Wcos{) +F 

=μ. Wcos(} +Wsin{) 
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車輪回紙数Nal主

察

走行試験の絡果を総合的に考察すると，不明地にお

いて65ミリホース10本積載し，走行速度は実用上十分

満足するものであり，入力電流もお(A)程度でらるか

らかなり余裕がある。坂議〈勾配惑度〉の場合，

10ぶ積で低速運転の時走行速度2令 3(畑/h 入力電

考5 

沢一1.泣2
混一一一…一一一一寸g(r.p.m] 

K 13.9 

台車の運転速度Vは車輸の外周殺

VαN総×

L;ま D:なあるから

V =88X3.14XO. 3=83[m/min] 

ニド5.合〔畑)

したがって 3 同条件ぐ動出?とき30(A]流れた，こ

の時，台車の顎速廉U.約18(凶Ih)になる。また，全

重量145(kg)の台車を，引張り力F=4.2(kgJ，入力電

流 Iニ 8(A)lrお殺符i幾度 =5.設(k皿 h)モ運粧すえる場

合の， そータ昨i品売荷重軽絡l1P主

( 106) 

とする

P: F ~T ~ ~_2 x ~. ~~~ 
75 75" 3.600 



流30(A)であるから，これが連続運転の限界である。

したがって，ホースカーの動力化ということに対して

は，運用上のすべての条件を動力によって満足させる

ことは，電動機，蓄電池等のぎ装から考えて困難なこ

とである。

結局，人力で曳行するカの一部を，動力を利用する

ことによって軽減するという考え方で開発を進めるこ

とが必要であろうと思われる。実用化するには，車輪

蝋輔

の径等をさらに検討する必要があるので，今回の実験イ¥語

結果を今後の研究開発資料にして行きたい。

6 おわりに

本試作機の製作ぎ装について.当庁装備工場に多く

の協力をいただいたことに対し，謝意を表する次第で

あります。
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